
同志社大学・経済学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１０

基盤研究(C)（一般）

2018～2014

全英女性解放会議におけるジェンダー／人種／階級：「第五要求」形成過程を中心に

Gender, Race and Class on the formation of 'the fifth demand' of the British 
Women's Liberation movement

９０３２５９９４研究者番号：

山森　亮（Yamamori, Toru）

研究期間：

２６３６００５４

年 月 日現在  元   ６ ２５

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：1970年代英国女性解放運動における経済的自立要求の形成過程において「かき消され
た声」があったことを明らかにし、この忘れられた実践のなかに、人種と階級による制約を乗り越えようとする
試み（のうちの一つ）があったことを跡づけることができた。忘れられた歴史を明らかにしたこの成果は、国際
学術誌の最優秀論文賞を受賞（The 2014 Basic Income Studies Best Essay Prize）したほか、イギリス、スペ
イン、スイス、韓国、台湾、日本で招待講演を行うこととなった。

研究成果の概要（英文）：This research explored how the demand for an unconditional basic income 
(UBI) was discussed in the British Women’s Liberation Movement (WLM) in the 1970s. A resolution for
 UBI was passed with a majority vote at the National Women’s Liberation Conference in 1977. 
However, this fact appears not to have been properly recorded in any academic literature. This is 
slightly surprising because it has been more than a decade since feminist academics started to argue
 either for or against UBI. The research found that the resolution was raised by working class women
 in the Claimants Unions Movement. The research recorded and analysed their feminist articulation of
 the UBI and the unfortunate fate of their resolution along with their intersections with other 
feminists. It was based mainly on oral historical interviews with ex-claimants women, and 
supplemented by archival work and theoretical analysis from the feminist economist perspective.

研究分野： 社会政策、フェミニスト経済学、オーラルヒストリー
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義としては第一に、第二波フェミニズム研究のなかで忘れられた重要な史実を明らかにしたこと、第
二にこれまでのフェミニスト経済学の歴史を書き直す内容を持つ「草の根の経済思想」を浮き彫りにしたことが
挙げられる。
　社会的意義としては第一に、近年とみに注目を集めているベーシックインカムという提言が、フェミニズムと
どのような関係を持っているかを明らかにしたこと、第二に日本社会との関係では、子ども手当／児童手当をめ
ぐる政治的混乱のなかで、普遍的現金給付の持つ意味やサービス給付／条件付き現金給付との関係について、フ
ェミニズム運動史研究の立場からジェンダーの視点で評価し直すことができたことがあげられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

  英国における第二派フェミニズム運動は、1970 年から 1978 年まで続いた全英女性解放会議 

（National Women’s Liberation Conference:以下 NWLC）をめぐる動きを中心に語られ、記述され 

て来た (Rowbotham 1989, 冨永 2007)。NWLC が当初より掲げていた四つの要求はつとに有名 

である。1974 年に採択された第五要求は、女性の経済的自立に関するものだが、この第五要求

をめぐっては 1972 年に、後述する応募者の研究によって明らかにされた別の動きがあったが、

これまで国内でも英語圏の研究でも、本研究開始時点では、触れられていない状況であった 

（e.g.Campbell and Coote 1987, Lovenduski and Randall 1993, Malos 1995）。 

 他方で、研究開始時点までの数年の英国では、従来の第二派フェミニズム運動の歴史を書き

換えようとする、興味深い二つの動きがあった。 

 一つは、白人フェミニストの回想録に基づいた「正史」と、「ブラック」フェミニスト達に

よるその批判という二項対立を乗り越え、いったい両者の間にどのような交流があり、そこに

はどのような可能性と限界があったのかを、丹念に跡づけようとする取り組みである（e.g. 

Thomlinson 2012）。これは、一方で「人種」や「階級」の存在を等閑視するのでもなく、他方

でこれらのカテゴリーをキーワード的に使用することで断絶を強調するのでもなく、時代の制

約のなかで、どのような相互理解が試みられたのかを明らかにしていく作業である。 

もう一つは、オーラルヒストリーの手法を用いて、当事者たちの声を記録していく運動であ

る。British Library による‘Sisterhood and After’と題した第二派フェミニズム運動の主要な参加者

を網羅しようとした野心的な大規模プロジェクト(以下 SaA)をはじめ、英国各地で同様の取り

組みが始まっている。その過程でこれまでは掬い取られてこなかった多様な声が記録されつつ

あった。 

 応募者は、本研究以前の研究「福祉権フェミニズムにおけるベーシックインカム要求とケア

の社会化要求の関連の研究」（以下「福祉権フェミニズム」研究）を遂行する過程で、イース

トロンドンの福祉要求者たちの組合（要求者組合）で活動していた労働者階級の女性達が、1972

年マンチェスターで開かれた第３回 NWLC に参加し、ベーシックインカムを「第五要求」とし

て採択するよう動議をだし、否決されたとの証言を複数得ていた。 

 ところが既述したように、この動きは先行研究では無かったことになっていた。ベーシック

インカムに関する学術文献のなかでも無視されてきた理由については Yamamori 2010 にて分析

した。そして本研究開始前年の９月よりサバティカルでの英国在住を活かし、フェミニズム研

究のなかで忘れられた理由について、取り組む準備作業に着手していたところであった。 

 また「福祉権フェミニズム」研究に協力して頂いた英国の研究者達から、本研究に本格的に

取り組むことを勧められ、また協力を約束して頂いていた。彼女達が勧める理由は、第一に、

忘れられた歴史を掘り起こすこと自体の重要性、第二に、忘れられた理由が、１９７０年代の

社会運動に共通する普遍的な制約に基づいており、その分析が普遍性を持ちうること、第三に、

１９７０年代の運動の成果が、金融危機以降の政治変動によって掘り崩されている中で、「経

済的自立」を巡る、あり得た「もう一つの歴史」の可能性について丹念に分析することは、現

代的な意味を持つという三点に要約できるものであった。このうち、第二、第三の点は、日本

社会に対しても有意義な還元を可能にするものと、応募者は考えた。とりわけ日本における児

童手当の普遍化（2010 年）とその挫折（2012 年）についてジェンダーの視点からの分析が求め

られており、本研究はイギリスにおける普遍的現金給付要求の歴史を跡づけることで、間接的

にこの課題に貢献しうると考えられた。 

 



２．研究の目的 

 本研究の目的は、第一に、1970 年代英国女性解放運動における経済的自立要求の形成過程に

おいて「かき消された声」があったことを明らかにし、この忘れられた実践のなかに、人種と

階級による制約を乗り越えようとする試み（のうちの一つ）があったことを跡づけることであ

る。     

 第二の目的は、この忘れられた実践と議論の持つ今日的意味を探ることである。日本社会と

の関係では、子ども手当／児童手当をめぐる政治的混乱のなかで、普遍的現金給付の持つ意味

やサービス給付／条件付き現金給付との関係を、ジェンダーの視点で評価し直すことは喫緊の

課題であり、本研究はフェミニズム運動史研究の立場からそれに貢献するものである。 

 

３．研究の方法 

 当事者へのオーラルヒストリー調査とアーカイブワークによって明らかになる、忘れられ埋

もれた史実を、フェミニスト経済学や経済思想史についての理論的研究にもとづいて分析する。 

 

４．研究成果 

 1970 年代英国女性解放運動における経済的自立要求の形成過程において「かき消された声」

があったことを明らかにし、この忘れられた実践のなかに、人種と階級による制約を乗り越え

ようとする試み（のうちの一つ）があったことを跡づけることができた。忘れられた歴史を明

らかにしたこの成果は、国際学術誌の最優秀論文賞を受賞（The 2014 Basic Income Studies Best 

Essay Prize）したほか、イギリス、スペイン、スイス、韓国、台湾、日本で招待講演を行うこ

ととなった。     

 日本社会との関係では、子ども手当／児童手当をめぐる政治的混乱のなかで、普遍的現金給

付の持つ意味やサービス給付／条件付き現金給付との関係について、フェミニズム運動史研究

の立場からジェンダーの視点で評価し直すことができた。 

 また、オーラルヒストリー調査によって明らかになった内容は、これまでのフェミニスト経

済学の歴史を書き直す内容を含んでいることが分かってきた。本研究においても、労働者階級

の女性解放運動とフェミニスト経済学との関係を視野に入れていたが、より直接的な連関と切

断を中心に据えた研究の必要性が明らかとなった。その研究に本研究終了後ただちに着手して

いるところである。以下の発表論文等には、こうした本研究申請時には予期していなかった内

容についての研究成果も含めている。 
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